
一

ユ

■

■

七

Ｇ

人の枝法が穴局な表現の雲霞であると写ったと言へ伶椚ろ。：：：畏吉の請至衣現の票張至持って

一言Ｌ〃篶凄の震い所謂〃蓄弓紡疋味逢毒誕寸胴刊感する〉マの蹴密の一端ｐご惨にかく夫珈了い

たと露は洞ろ：：・中口語、特農と長舌と薯いふ常》人籾樹つ異常な感賞へ⑦執言がこの詩語の創作と

▽

Ｐ

Ｃ

Ｄ

■

壷

わ

や

。

な
っ
た
と
考
え
た
い
。

■

←

◇

◆

■

●

●

５
杜
牧
に
は
，
戻
吉
の
今
迄
論
じ
た
胆
寺
、
色
落
語
の
庚
閉
は
な
い
が
〃
二
色
謡
語
蚕
結
合
し
て
使
用
す
る
ヘ
ー
と

に
ま
う
Ｔ
，
対
象
の
待
つ
色
彩
差
よ
川
毒
鱈
に
褐
〉
て
、
つ
と
！
）
了
い
ろ
ケ
の
伽
く
で
一
の
蚕
：
：
：
に
ロ
か
仁
屋
一
口
の

色
新
語
の
創
用
の
舅
書
と
断
才
ろ
訳
に
ぱ
い
ガ
ー
リ
い
あ
手
勿
奏
濤
迄
舅
可
寸
へ
三
は
出
束
ろ
⑦
で
何
あ
る
ず
い

瀕
舸
去
る
も
の
で
口
お
る
妄
い
か

が
勺温一睦月一卜は戻吉の前記の》ご料語の庚頴垂踏，全１Ｖ一ｔ、辰１」〃》し戻一ロの琴響と断する外はない．

：長吉が中口文痔一，吏上一Ｌ秘冠干〉（》壽騒銃詩人一〆湯暮といぺ砂定評←しこ詞邑〉〉墓雨切使用か今貝丁も

●
《
●
弓

二
⑦
石
川
論
文
左
荒
井
健
ぶ
書
評
Ｌ
一
，
い
ろ
⑦
了
、
￥
⑦
肩
下
蝕
打
ろ
．

、

’ワ ”

９ -

、

一
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『
中
国
詩
人
選
集
Ｍ
・
李
雪
』
・
一
河
一
・
ハ
ハ
年
三
月
二
国
川
幸
次
郎
博
士
退
休
紀
含
一
亜
メ
票
』
に
「
李
窒
の
『
馬

の
謡
』
ン
一
杜
請
」
達
書
い
辰
。
こ
の
ほ
か
の
管
海
室
曇
丁
論
蒙
』
（
一
九
七
一
一
三
）
『
社
牧
』
（
’
六
七
四
年
）

な
ど
に
も
李
雲
に
関
Ｌ
了
一
聖
４
と
二
葱
が
詞
ろ
。

李
舅
例
詩

、--王錐・韓愈・李碧⑦詩⑦色彰一語乏表一不Ｌた↑一-毒・篝阿總字数に制し一一一〃三パーセント・王籍一-

●

《
五
パ
ー
セ
ン
ト
・
轄
麺
Ｑ
、
ハ
パ
ー
セ
、
一
卜
。
八
杢
・
舅
が
〉
色
彩
語
達
非
常
に
寮
用
Ｌ
辰
と
い
つ
二
と
に
ほ
、
ま

ち
が
い
つ
い
・
Ｖ
と
前
置
一
ゞ
Ｌ
た
上
下
論
差
展
関
す
三
句
：

Ｉ
色
窺
語
は
穀
景
に
、
丞
一
、
、
得
な
い
と
考
え
令
澗
〉
了
-
つ
だ
が
篝
愈
の
言
刈
調
」
て
は
斜
一
○
○
○
字
に
封
し
了

三
字
、
雪
⑦
二
三
口
詩
」
下
付
四
八
○
字
に
対
」
’
一
河
字
。
「
畠
誉
詩
」
厚
一
室
・
歌
ｈ
、
了
い
ろ
事
柄
全
体

につい了の馴坐手慨調が得・㈲打不“第二、祁横廟的、宇三毒恭-澤訂め淵一再「南山詩」け全体

冊にも部分的にも計画性重持って係ら柄ＴⅧろ．「南山言Ｌ蓄蕉崩鮒ゞ
病欄閉←《繍滞胸とす打”

「昌谷詩」口葱寅朗・空間一的・絵画鋼。八李篝口手晶心衞述執畷せず一-→言、司々
芝一三い旅ＬＴお

猟厭州脈鋤咄計嘩禮一畑垂艸佃詞刊阿刑廓Ⅷ朋臘叩、§墹細な鱒憲一左毫域-」烈川・《壱巴淵のり穴寸Ｕをゞ

２八叢も相檬近’一丁いる何守駒篝建〉圭一灸蕾の詩に。｛》一壱一〃曇、っな差異が》みとい弓拭ろ”は．二人

が
．
詩
人
と
Ｌ
了
は
～
言
、
對
立
的
な
性
格
差
持
三
ｔ
い
た
な
ら
で
あ
る
。
Ｖ
一
氾
温
『
潜
票
論
服
』
信
の
語
壷
使

'４４１ ､２１



■

一

一ぺば、轄愈ロ「工拙相半、」⑦壮甫型一ｒ夢Ⅷ-、挙一-富耐二柄｝卜荊立する「琶工-訓順急而無畜気→」←

｜ｊ奉烹雲・蕾愈・一-工維①各種顎の（罠や勅俵用癩同は大体同様で、Ｌ君あか．あお・みどりがい

ず椚，毛一○パーセ、一卜剛上で色影表⑦’１皿値至凸切る。李雪だけに莞｛／抓石のは、まんか多↓

へ一と．二桐に宝、人と同じく色よ川も》元を一⑲ハ句打一ザと夫、洞ろギ、ん弄一も加えろと一八パーセヘート塙と

ない色彰表籠二位や一占勿ろ。承どぃが一翌の謨川多く用いら洞丁い、一つのも李雪だけ・あか乗統で口

奎窒てけ紅が多く’一士、輯て”よ川朗ろい赤朱ゞ
丹が侭勢、み〉綴一Ⅷ一ｃは弩、深く蒙焦Ｌ択ぶ、っ

な碧菰Ｌただ一るよ、つぼ焦か辱翠装剛多いが、一士・雲ほぞの“迂。←以上②一一とか〃今か、の論が簗燗

菫浅の底に建議毎Ｊ）⑦壼祇めろ印象を一のろ痘鬘天読朋Ｌ、フろ。

２

．４ニヨ浪斎日記』ぼ李蜑の一言偏皀三宮」王奇一篇といいこい宗一ｆ雲愈〉」連なるどＬた・奇麗とは蛇

幸一些ぐない一一示菫雷賑する”菫愈の「奎表毒」室一Ｊ一Ⅶ贈張-一-一言」などロ壼窪ン壽宝、制特に慌蓄毎：（・←・」

二」影の上でも宍逼寸喜ものがある”聖『の詩で一吋震と卜う評語に該当Ｌ〉てうな「權門太寄行」「蕊４・八・・

鵬川塞」「将這酒」ほか机、代表稀と患専一、ご一、、つな席だがい手柄も宗色閉ワ色彰毎そ軌牛姜叱
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調珊澗淵棚翻攪噛謂畷灘蝿蝋灘鰯蝿蝋臘鐵鰯畷鰯穏驚蝋燭畷鰯

１

韓
）
⑦
Ｔ
、
「
墜
綜
」
「
定
紅
」
等
ほ
臺
謂
に
一
」
、
．
れ
、
票
・
花
的
術
語
と
可

王
含
み
つ
つ
了
の
手
奎
凝
固
し
た
諦
篭
で
、
ひ
拭
例
詩
に
四
例
、
王
維
、

の
例
が
あ
る
⑳
流
動
す
る
Ｅ
の
琶
壌
病
き
せ
卜
圭
“
と
す
石
傾
向
こ
〉
-
１
李
弩

７
色
彩
諾
の
、
つ
ぢ
「
Ｌ
弓
」
の
凌
い
万
一
-
三
一
請
人
⑦
人
間
が
象
徴
ま
打

争

》

宮

●

か
二
四
字
で
鍋
三
分
の
一
・
自
然
の
申
仮
ど
け
二
℃
-
「
“
と
す
る
霞
望
の
翌

美
至
象
徴
寸
言
。
菫
薄
下
・
口
五
三
至
三
ハ
字
．
詞
三
分
の
一
が
謁
髪
の

李
舅
の
「
室
長
建
白
空
」
、
八
雲
外
壹
臓
之
色
。
葬
天
椙
連
之
状
Ｖ
（
王
萄
）
下
「
天
白
水
加
練
」
も
同
様
。

か
く
の
如
宍
売
濤
た
ぢ
一
一
『
一
ア
ン
ズ
豆
持
つ
崖
邑
は
王
錐
・
韓
趣
に
ぽ
見
弓
舸
勺
い
”
た
だ
白
が
形
容
す
看
対
霞

は
ほ
う
き
Ⅳ
Ｌ
Ｔ
い
ろ
．
「
九
月
大
野
白
」
「
凉
苑
虚
庭
杢
壜
白
」
⑦
野
・
庭
ロ
白
色
と
結
び
う
寺
、
に
く
い
。
涙

詩
人
及
弓
の
闇
下
、
一
般
鯛
に
一
ぱ
『
了
い
了
，
莞
椚
一
吋
ど
巽
舅
の
色
彩
表
現
と
口
言
定
す
い
Ｐ
２可）

人
間
だ
が
，
千
⑦
詩
が
謁
々
」
い
感
瘍
に
の
み
流
汎
ろ
ご
と
何
な
い
・
ぞ

ぅ
辰
。
千
⑦
性
措
は
銑
角
的
で
、
他
人
と
箇
奏
Ｌ
や
す
か
ぅ
た
。
二
洞
・
烏

一色甲

ん
で
用
い
る
で
高
高
う
二
と
王
予
渇
示
せ
ろ
〃

袷

４

▽

●

５
菫
ゞ
害
の
色
涛
一
話
の
使
用
送
。
網
緑
Ⅲ
菫
・
団
紅
・
幽
鉦
Ⅱ
房
・
円
蒼

嘱
語
が
他
の
事
棚
の
代
語
と
な
っ
て
い
る
詑
が
ぎ
っ
迄
二
○
例
．
二
椚
同

念
に
は
上
例
、
孟
邦
に
何
ザ
一
一
／
に
あ
る
。
壬
誰
の
頃
Ｆ
は
獄
ら
Ｌ
ひ
つ
だ

一・やｒｐ

類
似
の
用
例
に
、
墜
緑
銅
録
・
走
紅
、
落
紅
。
色
彩
語
乏
修
読
了
ろ
の
何
へ
二
二
で
何
分
詞
形
薑
詞
一
卜
当
言

ー

蕊葛篭蕊塞襄攪薯建篭憩篭鑑篭爵穏蕊蕊難蕊輔瀧蝋篭

不
平
Ｃ
い
い
．
鐵
細
な
神
経
を
持
可
衣

②
窮
極
の
續
棒
は
剛
直
武
骨
了
寸
令
編

は
ゞ
恢
が
￥
⑦
詩
に
硬
雲
の
も
⑦
を
好
・

■

■

一

●

。

■

■

毛

■

も

っ
一
Ｉ
は
い
る
が
、
・
子
の
中
に
動
飼
雲
壽

籠
禽
に
は
な
く
、
：
孟
郊
に
ロ
「
擬
声
」

⑦
一
大
特
色
（
錆
謹
言
）
弾
、

Ｔ
い
ろ
．
王
推
で
は
八
三
字
中
「
白
雲

い
授
の
崇
拝
⑦
対
象
と
可
『
侯
自
然
？

形
容
。
宍
わ
洞
ろ
青
春
へ
⑦
寮
信
疹

高
篝
昨
室
と
、
→
形
容
詞
の
つ
い
演
色

。

一

一

』

■

》

○

申

一士糖でば塔ど全く貝弓伺汗一・い電鱈

か
Ｌ
Ｌ
門
め
が
、
轄
愈
と
￥
⑦
門
下
の

一

■

|4-4g



Ｉの清で何、白一己ゆ毫域が一メー祁順工、一く鋼臓匡祁チ琴Ｌ丙-でなく・徒の部分垂手戸寺に自定Ｌ一くい豆

ど
の
「
白
」
口
仮
の
目
が
何
物
グ
の
ヨ
ー
、
、
垂
罠
匠
ゆ
で
ロ
な
く
・
渡
が
弗
寸
か
畠
の
全
身
で
感
じ
飯
ぅ
淀
、
〒
の

献
萱
乏
白
と
い
う
色
潟
に
よ
こ
Ｉ
表
詞
Ｌ
一
、
い
客
．
「
罰
門
白
干
水
」
一
ぐ
口
〉
一
ｔ
掘
か
い
よ
い
よ
朋
瞭
に
な
る
←
「
零

落
野
窪
秋
建
白
」
「
秋
白
講
紅
一
声
’
一
「
武
巳
逵
逢
空
」
一
ぐ
苧
窒
⑦
白
②
非
硯
貢
飼
性
格
は
完
菫
一
心
あ
る
．
こ
の
中

にけ白乏秋の色とする中皀人汽一司公》望貢か荒禰一-、Ｌいろ《副故実にしとブく．、一ワェ、でンョ十ル

「秋野朗秋風白」下同色裳詞欠登ｒ、「・白一一壹「自認」のように橋極的な白寺、を主張するも

の
で
ｎ
な
い
。
濃
の
詩
口
極
琴
竺
⑦
芙
讃
色
嫉
雲
茎
邑
ｉ
い
る
』
よ
う
な
も
の
だ
が
、
途
中
Ｔ
不
涛
に
色
彩
が
消
え

黒
白
⑦
フ
ィ
ル
ム
に
要
『
了
し
書
、
っ
、
と
相
岬
穴
蔵
票
が
読
音
仮
写
え
ら
何
ろ
。
天
の
感
賞
⑦
み
存
任
Ｌ
て
色
彩

は
欠
け
『
い
ろ
”
数
多
い
髻
代
⑦
詩
人
の
中
で
も
霊
し
派
手
可
色
影
⑦
詩
壬
床
ろ
苧
舅
に
お
い
可
、
同
請
一
卜
ま
穴

完
争
牙
色
彩
の
喪
失
が
貝
ら
楓
ろ
。
「
示
弄
-
一
「
贈
猿
商
」
に
歌
わ
制
了
い
夛
壺
窯
飼
な
感
情
が
色
綴
欠
落
の
蓑

現
と
か
か
わ
る
の
で
は
な
い
か
．

可
発
言
で
な
く
、
自
己
⑦
感
賞
に
』
，
｛
玄
一
逹
符
の
造
語

以
上
で
あ
る
。
三
○
ペ
Ｉ
酔

主
言
を
指
摘
し
た
だ
弓
-
つ
か
・

色
彰
と
い
，
つ
・
表
現
⑦
表
一

し
た
と
二
言
が
こ
の
論
文
の
一

一
房
表
混
ば
く
波
と
同
騎
（
の
詩
人
沢
弓
と
比
較
し
て
考
え
る
ご
と
け
困
難
だ
が
日
本
の
現
代
詩
人
の
宝
ぐ
な

今，毫祁雲之助の「〃日順就了」「白（仮頴）」ぼど何やや肌一宮薩副といぇろだス、っ・

以上である。三○ページ一一段の論文乏四・ペｉジに要詞Ｌたの一ぐ口壱壱の毒を愚しえめが、ほぼ

０

-
の
論
文
の
功
績
た
言
う
＠

表
現
の
表
面
的
な
毒
素
の
分
析
ウ
ら
ぼ
い
う
一
く
い
ラ
マ
一
三
鐸
澆
の
本
雲
的
ケ
梼
徴
を
鋭
く
摘
出

３

、

４．４４Ｉ ９２４



３
割
釦
霊
窯
蕊
篭
噸
溝

彊汎一域・李壼昌と上尾籠介の李震舗費疲徽挙哨琴篇批薑評にいう。

蛾上の諸論文に共癌す喜鰯感」毒一に“僻晶のズタィル、汗家の箱神量-一篇の詩の一部仮

総
桑
同
惠
い
う
言
⑦
域
萱
出
乃
か
つ
厄
石
川
一
成
が
〒
抓
乏
再
び
敵
リ
ー
勿
げ
た
勿
口
ょ
か
つ
｛
パ
が
咽
み
テ
ヶ
弓

八
稿
芝
欽
湧
一
蒲
、
精
細
垂
期
し
た
い
Ｖ
と
こ
と
わ
る
ェ
う
一
卜
不
減
蜜
な
と
二
言
が
あ
う
尺
・
荒
茸
論
文
が
出
た
の
考

孝
篝
詩
切
色
講
圭
毒
論
す
る
研
克
が
出
な
い
事
実
が
、
そ
の
成
功
乏
籾
《
詰
り
・
荒
鉾
論
文
例
い
ち
国
文
学
や
萸
支

学
寧
ビ
に
筐
影
を
と
り
あ
げ
る
←
、
嘉
永
ザ
な
〃
目
に
つ
い
た
の
何
等
⑦
魅
力
菱
示
唆
ず
ろ
・

と
二
弓
帝
．
文
学
汗
品
菫
一
堂
琴
→
亨
弓
訂
塁
的
研
究
で
問
穎
と
な
る
の
、
ザ
、
ラ
ル
を
油
出
す
ろ
方
法
で
．
￥
》

・
，
砂
毒
浅
白
競
癖
が
文
学
一
甑
黄
で
ロ
雪
然
濤
琴
原
お
い
了
ほ
ど
つ
宍
つ
ゆ
了
詮
漂
ま
例
了
い
な
い
ま
う
で
蕩
蟇
”

気舜巍黄でば李雲仮睡いも②と-」了蕾薙毒煽向の寡季フ迄⑦とＬで壬篭壼サシプル無蓮弓瀦撫

寄透い餅阪岑裁鬘ちび｛／瘻同とし〒衰燕を加え可誹量縦」たと圭危と駒よ・っ惹籍黒が鎧琴孤尋

全
雷
箭
②
色
影
諾
窒
全
都
罰
墨
し
莚
炭
と
Ｌ
了
そ
の
鰭
崇
ば
ど
う
か
・
苧
の
よ
う
芯
追
試
侮
黛
鰭
は
奪
い
が
琴
幅

：震拝読文吋色鞠字数だけ下なく、箒⑦鋳字識臆対守毒耐＃趣三テー》ン麦あげた点Ｔ穴出の読弄へ一一

》，寅物正確と万、涙．篝・李口作品の侭とんどすべ了が静存ま細汽ようだが壬圃その隼の編薯菅手一
も

《

一

※
蛮
陰
《
詞
呵
八
天
宝
の
事
切
籍
十
に
一
室
存
静
ず
ｖ
で
壬
錐
切
金
棒
嫁
壷
推
定
す
る
材
料
は
雲
・
李
に
く
ら
べ

》《：蒜・鰭か・たという二と仮な再う←壬維偽燃Ｉセ、ニプージ蓬鑿・季の予柄と同瞳としてよいいか。

詑
承
-
」
畠
嘗
-
そ
う
Ｌ
汽
不
罐
が
漆
乏
冒
鴬
逗
竃
が
ら
・
教
塁
鰯
雲
壽
達
様
二
ｔ
嶽
握
萱
田
ベ
夢
ご
と
が
街
惑

詑
汽
Ｌ
畠
嘗
-
そ
う
Ｌ
汽
不
罐
が
漆
乏
冒
鴬
甦
竃
《

が
学
間
と
し
て
何
閥
題
の
あ
る
超
二
弓
で
あ
霊
翰
鐵

鬘
…：＃罫篭鵜蝋驚蕊蝋鐸驚鴬驚蕊婁蓄臺篭蒻…嘱樋や遡冨頚《劇》憩黛皇譽藷璽罰割§§譽爵灘鴬

●

こ
と
に
王
礼
錫
が
比
較
的
く
わ
し
く
触
楓
た
・
言
賑
と
Ｌ
て
ぼ
軌
難
崖
が

蕊蕊謹蓄董篭讓脅謁患獄穏萄奄豊憩劉脅喜葱翌謬雲

●

ー 、

○
一

̅

や



李
雲
・

派店紳鯏揃訓畷停恥俳仏肌言一示緬一垂訴》に訓朴順鼠一．刷剛諦岬師訓繩洲一壱一壱抑師一湘肺噸附軋証燗妬△

ろ言が多いエコぐ房ろ。炭ラ丁内云二の詔介口椛巨奎Ｉあ一勺勺，

解
読
ロ
逗
頚
エ
く
．
底
本
に
「
末
重
い
城
本
」
芝
使
用
し
振
二
と
口
李
望
集
の
注
解
-
喪
で
は
画
期
釦
可
こ
と
と
い

つ
く
ま
だ
巧
勺
・
綜
考
Ｚ
Ｌ
了
「
朝
篤
沽
宇
本
』
麦
紹
介
Ｌ
辰
用
Ｌ
た
こ
と
池
目
芸
、
ま
Ｌ
Ｖ
業
績
だ
君
・
つ
画
讃
だ

「
朝
簿
沽
宇
本
」
け
吟
ら
Ｌ
い
本
だ
が
よ
い
一
テ
キ
ス
ト
ヱ
は
い
え
な
い
よ
、
つ
に
、
わ
た
し
は
罵
勺
。

・
訳
注
の
中
一
卜
、
桐
八
Ｌ
に
口
諏
制
な
い
ゞ
割
）
の
一
し
と
三
為
ど
こ
ろ
卜
あ
る
が
、
二
、
舸
口
勇
解
の
相
置
と
い
う
ほ
か

な
い
し
の
、
了
嗣
再
勺
。
荒
其
訳
注
ロ
中
国
人
力
注
解
や
枕
許
一
三
亭
重
寸
石
雄
一
簔
一
ｒ
ほ
ぼ
一
言
し
了
い
ろ
か
，
勺
へ
中

一
、
ｒ
毎
Ｕ
は
、
中
宮
丈
学
研
究
と
Ｌ
式
嵐
祷
か
ぎ

←
国
人
の
勇
躍
下
も
一
任
ば
義
ヲ
了
ぴ
か
一
つ
ど
い
・
つ
、
た
し
の
や
Ｕ
刀
戸
-

》-す実、椀司．天、局にまた句の部分にすぎ閲個々
の語霞のみによヲてと今えぶ、つとＬ了いろこと

である。〉て、よ「な謹奏の匠紡に一一言、《厚淘の詩‘詩集全罐壷一漁→じて流椚石Ｌの壬、完全に何杷

握Ｌにくかつ辰と君欠玲ｎろ．｜亭二に一韮一＊，一子蜑ニエーヌ響史に狙謹一八打-ろこと一卜熱心な誌祁あぢ．

ご洞口もどよ〃何等非臺すべ琴、で口万いゞ
”辰だ、その詩が祷世一卜至ろま魂了ぷく読圭椚辰佃圃

事寶だが、》１楓は楚藷などと一同じく中国文學一卜は載嗣稀心．可雲奉乏ふく例ぱこ〉てＴ洞Ｕ、

か洞蓬學ばんと寸看舅作言辰一〔／に罰し了鴬呈亘が癸廿ら椚一１乗一にのは：。：・注目すべ宍で、か楓

』

少

巳

も

●

◆

●

』

の
場
合
口
よ
ほ
ど
慢
室
に
榑
討
六
門
一
い
け
、
ば
な
ら
な
い
下
勗
ズ
う
。

汗品〉一くのしの乏續壷に簔迺二と口耐ろび己に一美、ぱいで易スラ．

６２
．

９

堂塞翫玩母ゆ鋤鱸署跳悪署華険瀞鵠ま垂宰襲塞蒋応ご塞単曇弄望叩畢覆阜言畢誘
●

…

…

…

ｏ
令
且
Ｙ
■
凸
Ｄ
Ｂ
Ｔ
６
６
９
＄
-

呑羅塞率藍琴職誌夢跨案唾脅齢緊卑騨曝監羅甦堅号一一一-、。ｒ逸矛ざ》ゞ
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ａ
●

̅ ー

雪
の
隼
⑦
三
分
の
一
弱
・
七
十
四
薑
垂
送
人
だ
が
、
全
部
、
つ
手
川
本
言
か
皇
河
舸
匠
三
分
の
二
⑦
訳
注
も
示

し
て
同
し
い
か
・
頂
在
の
か
打
切
関
に
ほ
よ
Ⅱ
多
く
李
南
捲
に
煩
い
了
い
弓
』
-
二
／
一
ぐ
あ
ろ
。
齋
念
で
は
あ
る
が
．

対
象
向
か
杓
フ
マ
も
そ
厘
筌
弓
え
る
墓
湖
の
有
力
な
一
フ
が
李
雪
で
あ
る
こ
ど
、
か
わ
り
が
な
い
．
ま
き
ご
弓
李

商
時
「
北
声
」
に
関
す
る
か
洞
の
文
章
を
読
ん
だ
。
た
い
へ
ん
面
白
か
た
。
涙
の
文
菫
の
面
白
き
の
-
半
ロ
李

馨
の
「
一
馬
小
隣
」
壷
漫
勇
に
潟
実
、
可
が
局
←
「
北
斉
」
に
え
を
砺
了
丁
い
ろ
と
二
葛
に
編
言
う
、
と
馬
→
た
・

か
洞
口
一
雷
庭
堅
』
（
中
國
詩
人
選
濤
二
第
７
）
の
解
説
で
次
の
よ
う
一
ト
い
う
。

李
弩
の
場
合
写
ら
ば
、
苧
の
汗
品
釣
多
く
は
、
徹
寅
徹
尾
代
慣
の
・
文
脈
の
詩
か
今
成
っ
一
-
、
お
川
、
い
っ
た
ん

箒
の
支
脈
芝
つ
か
み
さ
え
す
打
口
、
む
し
弓
．
｜
季
に
理
鰹
す
る
一
三
が
可
熊
に
ワ
ろ
・
だ
ぴ
．
山
台
の
場

合
に
、
、
千
⑦
よ
う
な
〒
，
フ
ロ
ー
ィ
ー
ぼ
拒
否
一
、
洞
一
ｔ
お
り
、
ワ
打
の
拝
品
内
部
で
主
導
閉
位
置
を
占
め
る
論

理
罰
文
脈
一
卜
侭
っ
了
蕩
く
ま
で
融
閉
な
連
語
が
壹
末
さ
ｈ
ろ
．
仮
も
か
り
杓
弓
ず
突
加
と
Ｌ
了
馴
の
文

脈
が
莞
こ
に
交
鏥
Ｌ
，
読
者
丙
綱
池
堂
濁
乱
に
霜
Ｌ
Ｉ
杓
ろ
例
で
あ
る
・

ハ
徹
頭
徹
尾
Ｖ
と
い
う
語
に
ｎ
．
杓
履
Ｌ
と
Ｌ
Ｔ
ｎ
行
蚤
乏
つ
け
た
い
が
．
と
も
か
く
こ
例
文
軍
口
李
雪
一
展

の
藷
解
の
住
裕
の
相
違
を
よ
く
説
明
し
て
い
ろ
．
一

別
の
文
脈
の
突
如
の
交
箔
②
未
原
の
一
マ
ト
禅
学
を
挙
げ
ろ
。
二
⑦
禅
学
乏
六
》
今
に
ざ
か
⑦
ぼ
ろ
と
『
世
説
薊

話
』
な
ど
に
苦
し
い
機
知
的
対
話
ｚ
、
仏
教
学
一
卜
お
け
石
論
争
（
仏
寂
内
の
．
ま
た
仏
教
外
に
河
す
る
）
と
の
結

合
が
あ
り
↑
予
価
合
一
卜
近
い
と
こ
弓
了
癸
唇
Ｌ
辰
聯
句
ぴ
あ
夢
・
黄
夷
睡
一
の
八
突
如
⑦
文
錆
Ｖ
盃
支
持
す
る
篇
丼

》
が
、
李
箏
の
「
昌
合
詩
」
に
お
け
る
￥
制
を
支
持
し
な
い
よ
う
Ｔ
あ
る
⑦
は
不
用
読
な
気
が
す
る
け
桐
ど
も
ぷ
あ

、

蕊
、
薑
→

Ｉ＝も
の

尹舎今

今

ｏ

申

》

■
申
》
■
坪
①
■

ロ
ー
・
ぜ
。
-
争

』

■

命

『。一・幸、・吟毎も』？〈やＦ評婚幸ＰＳ 1４４７ Q２7
ｏ



！

茅
一
震
す
ろ
の
か
も
し
抓
め
。

弓
茜
吟
と
家
獣
Ｉ
李
舅
の
一
戎
現
手
法
Ｋ
つ
い
て
！
」
（
八
州
中
国
学
会
報
学
二
号
・
一
河
五
六
年
五
月
）
「
夜

翰
講
，
〈
三
（
申
軍
茎
一
墓
霊
会
／
ｉ
卜
壽
一
○
三
・
同
三
ハ
員
）
「
李
篝
と
至
郊
Ｉ
孤
高
の
貢
識
査
閲
廷
う
て
Ｌ

（
穴
綱
雪
鰯
学
会
毒
壼
一
菫
・
一
重
．
沙
三
二
一
月
）
「
岑
参
の
辺
塞
読
」
（
目
卵
田
誠
濤
士
這
唇
蔀
念
中
国
学
識

窯
“
一
河
、
一
へ
囚
年
十
一
員
）
「
蚕
雷
雲
法
風
の
李
窒
論
斑
」
（
中
邑
文
学
論
濤
孝
二
一
号
．
一
九
ヒ
ニ
年
五
月
）
な

ろＭ何か紅は八突加の交錯ＶにおｒＴｎ迩壱を支持する・か》、八臆憎の又娠Ｖ卜手剛八諭瘻の文脈Ｖ

票
・
一
荊
六
四
零
十
一
員
）
「

と
麹
二
め
う
弓
雨
三
雲
ロ
潤
印

ｆ
中
毒
の
議
-
△
蓮
駒
作
品
に
緯
一
二
（
二
一
・
向
か
、
一
種
柳
特
買
一
叩
ナ
壼
さ
、
と
い
う
匠
も
の
麦
感
じ
ろ
。
苧
、
の
菫

寺電漣いぅの再壽耕一ボーも価の毒-・一堂真参河毛室之か、或いは、お些今かに伸び宍、司涜的のか会〃

受け舂序罰餉ワ謹言、とか言「｜に謡嘉，一解§可．重く・〉一：徹臓額伽おげ毎桐た壹票の力か今来る、一鍾

綱菫言莞諏可鯲力と罵灼己言；…一…まｚまり．薑吟の生ん魔謹さで付ないかと霜っのである。

２
猿
等
の
窒
弩
例
姿
圃
、
斤
品
の
上
液
．
多
く
畠
暫
ろ
一
・
一
重
が
で
壽
舂
。
苦
吟
神
完
蕊
孟
郊
・
籠
冒
入
舌
吟
琴
胃

３零フ--）可傾等付このように吉吟Ｌ毎伺楓ばすらなか「″辰か…・…・等の最大の理由何・……謡が霞

《
言
一
の
琿
馴
に
行
圭
う
ぐ
所
ナ
ー
ド
行
っ
て
し
き
う
了
い
辰
と
い
う
こ
と
か
局
宋
丁
い
る
と
考
え
今
柄
乙
。
←

州
一
海
言
⑦
詩
人
達
ロ
；
：
：
一
宗
全
体
の
タ
イ
．
ナ
ミ
ッ
グ
な
桧
威
か
ら
溢
拭
弓
壽
と
い
う
も
の
に
力
を
用
浬
く
い

j一
一

毛

Ｉ隼←園生同介り

毒警喧醇睡荷馬墜晦§壁シ爵一質←農淳膵蝿鼠臨島鳶ｋ背言●欧学＃世堂冒障藍襲腰醇職融誌鋒察睦惑溌溝震羨鑿謬鮮驚彦
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←

…

篝

、

ょっｒ弔詞一つｒ二蝿一塁芦。どの去則加生戯欝雪毒韓恥溌一や里言び初雷刀壼

３

室
邑
ｒ
刀
け
Ｔ
一
１
二
く
一
つ
７
国
三
乃
至
人
室
慨
盛
一
雷
以
前
の
寺
ノ
童
の
菫
６
言
と
１
つ
文
宇
河
式

ｒ
よ
「
ｌ
一
三
」
一

入
一
一
例
」
言
雪
巨
と
Ｌ
承
何
椚
、
ワ
ら
な
刀
「
ｒ

全
陵
の
有
揺
碗

乃

構

成

ｎ

コ

、

-

／

、

ヘ

カ
ロ
Ⅳ
机
汀
呪
〆
即
ｒ
で
楓
は
貫
差
構
成
す
る
個
々

の
句
竃
一
丁

行
一
の
上
Ｉ
向
げ
ら
ｈ
ね
口
ｎ
つ
・
Ｉ

５中塞蝿祷の一討ゞ
〈鈴句ぱぼ・窒坐」辱い詩句．に比べ了、手のこんだ美し・天、壷持「雇いものか多い：…・》

Ｇ

》
１
打
も
、
沢
箏
》
一
Ｌ
・
ひ
一
墓
９
が
（
室
山
Ⅷ
鍾
主
一
一
凄
く
よ
う
な
猿
い
視
野
の
中
に
封
じ
二
一
才
獅
了
雫
、
了
・
先
二
ｔ
、

ク

め

いろび川宝；い、鳶やか一ｒ腫一飼乙が、次第に讓縛ＬＴ行くようワ、一つの傾向垂持可了寿了い、石。”

６

謝
々
〉
誌
禰
拘
こ
つ
も
の
皇
明
ろ
寺
、
一
ｒ
”
ワ
く
・
湿
気
達
帯
び
尺
も
の
蚤
暗
弄
、
な
の
で
あ
る
。
．
》

毎

？

。、

６
汗
晶
制
拝
の
意
識
の
塞
舜
点
臓
、
一
旬
、
一
語
の
末
に
蒙
甲
犬
、
村
ろ
よ
う
に
可
『
た
が
〉
マ
打
を
広
い
貝
蛇
か
苛
ｇ

ｅ

Ｆ

一

・

・

・

ヶ

己

一

歩

Ｆ

“

一

ｄ

ご

●

。

》

■

昌鍛綱了みろと、〉マ打今の垂晨『ｐ一つの顕著汀煽向乏持うていろ。予打付復古ということ一峨阿、４

Ｆ

ろ。韓愈が古文鰻喫一ヱ唱えたと崎っ二とは、周細の一乞であるが；：．．：．雲愈の門下も、。》菖・占票ｌ

ｇ

-今●申ト、、今一幸麺《一一一．

◆

、

●

に
帰
る
と
い
つ
二
と
麦
一
思
議
し
了
い
尺
。
…
：
．
…
壽
子
の
字
書
は
．
や
ロ
リ
ー
ロ
典
章
も
と
缶
Ｌ
Ｌ
了
、
／
罰
Ｌ
些
一
と
ロ

●

■

●

句

差創造-」よっ〉圭二必’一尻詩人であるび、￥のへ一とは、彼の作品の秀んとび、←擬古緊寄で造坊ら抗ゞ
ゞ

●

の

一

了い了・縫句や律詩など〉←いった近節の詩が蒟人とないのでも塾壹乏びで誇る．

９

■

凸

７
李
雪
の
詩
け
、
極
め
了
譲
祭
下
あ
る
三
三
ｂ
打
了
い
ろ
び
・
そ
の
：
・
・
…
理
田
の
一
う
ば
、
波
の
使
用
し
展
諾

●

巳

句
が
溶
く
人
勿
慰
霊
宰
突
い
了
い
ろ
ひ
全
ぐ
あ
弓
う
と
馬
わ
抓
乙
。
…
：
：
意
表
に
出
壹
賓
現
は
く
人
々
に
一
『
異
詫

。

守

今

ワ感じ差抱かせ、漂い蕊琴、垂投げかけたのである。だか今、文献運宥鳳、彼の二と菱一鬼才と記》ゞ

○

一

■

■

。
も

０

Ｉ
ー



か
汎
マ
い
穴
社
会
朗
可
・
恒
薑
も
亦
、
鯉
逐

川
焦
燥
を
伴
っ
た
亡
び
の
壽
識
を
拘
洲

働
く
時
間
へ
の
懲
岬
に
同
か
な
局
な
い
。

曜
仮
の
持
つ
朋
礪
な
符
色
阿
、
侭
の
岸

交詣と、》宮．．光の氾猛、、まき一卜「

戸畦雲画奉欧醒毒器専声呼廿堅酩醸式倖嘩芳や里騨転膠限匡聡溌亡仏讐唇子＆匡匪ｒ追う貯内鄙含ｂ晶監眠咋Ｉｒ．Ｆ罪騨Ｉ口上Ｌロ氏邑一俳医暫卜県日ｆ駐形令な垂冨竃ｆｐｆＢ辛塵蜑琴剛壁垂辞犀睡蔭函睡畢函睦嘩

旧
疲
の
詩
の
全
面
垂
蔽
フ
マ
、
い
事
も
の
澱
・
死
重
子
滝
ま
ぜ
富
嶽
一
-
房
暗
い
壽
識
に
外
可
今
な
か
つ
た
・
が
．

そ
の
毒
識
は
侭
の
痴
一
表
に
藷
び
ゃ
を
、
、
桝
た
肉
体
的
な
危
機
感
が
、
苧
の
箒
因
の
一
つ
を
為
し
…
：
。
；
、
波
の
置

か
汎
マ
い
穴
社
会
朗
な
恒
薑
も
亦
、
鯉
菱
絶
望
へ
と
邉
Ｖ
込
ん
で
い
「
た
の
で
蕊
ろ
。

川
焦
燥
を
伴
っ
た
亡
び
の
壽
識
を
拘
り
辰
字
蛋
口
艇
然
飼
に
、
將
閣
へ
の
謡
桝
を
砲
い
了
い
た
・
…
…
；
過
宍

亡
乏
堯
誌
す
る
不
言
写
字
産
多
く
擬
用
…
》
一
、
肥
薯
，

し
て
い
ろ
．
．
…
…
．
李
雲
の
詩
口
、
奇
語
仮
演
た
寺
、
門
、
人
口
〒
の
幻
罵
に
遍
鯏
振
塁
蕊
曲
斬
請
句
に
・
多
く
認
せ

ら
舸
了
い
ろ
。
し
か
し
．
こ
の
よ
う
に
・
語
句
の
卜
〒
極
め
て
持
黄
晦
稲
濁
弓
と
い
桐
榊
ろ
こ
と
何
．
苧
、
の
友
面

に
口
当
然
恥
語
句
｝
卜
壹
を
用
ｒ
過
壽
ろ
と
い
つ
批
毒
も
訳
宍
了
く
零
こ
と
び
雫
落
意
棡
ろ
→

８
涙
の
詩
⑦
顕
著
な
符
色
の
一
つ
ｚ
Ｌ
マ
挙
げ
ら
打
看
の
、
：
…
…
儀
人
法
に
」
‘
ナ
ろ
表
里
ぐ
あ
石
・
…
…
：
「
死
』

「
老
」
菫
畏
」
「
謡
」
「
楚
」
「
泣
」
「
超
」
な
ど
の
語
が
康
人
鯛
茨
濤
至
現
わ
す
述
一
諾
の
論
ん
と
全
部
蓬
己

坊
：
：
…
す
ぺ
一
’
一
つ
の
彗
王
青
買
う
了
い
ろ
。
〒
洞
”
、
悉
く
「
死
」
Ｋ
っ
な
不
ろ
滅
亡
の
彰
な
の
で
あ
る
。

９
「
藷
に
口
書
壹
至
雲
す
る
個
町
「
〆
ま
叩
万
を
入
、
弓
く
ぎ
前
が
あ
る
。
干
棡
は
せ
言
の
詩
の
弄
五
宇
巨
と
．

至言の詩の箒三宇目である．〉ての雌、壽一三Ｊ宮、又口、宗祷綱一テ雁力乏入桝ろこともある」癌辞

麓議…李篝が好んで用い一〃-、い弓烈匡例嘉垂菅．勇「・た不吉な字、、司の最後、つま叩脚韻乏路と位

置に用い筍例Ｔいろ、：：：莞輝随卜・奴、亡言可⑦壽一三一αと、五壱句の塞一孝英び壽一亭に、澱

零

…

…

侭
の
便
用
Ｌ
灰
色
謡
い
語
の
中
に
も
、
蓬
照
と
喪
、
制
丁
い
ろ
。
：
．
…
：
阜
色
の

ま
一
ト
ー
血
色
艇
曜
と
Ｌ
一
ｔ
-
だ
剛
眼
［
旦
と
奪
い
-
人
達
し
一
く
敢
了
熟
視
、
ご
討
今

一

零塗磨毒蕊離寵雪蓋肇》琴

l４ＳＯ ９３０
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＄

男尭Ｉ部騨》》》》》》函琴》雪》》声唾一画

李
凄
の
弩
は
盈
蛆
何
Ｆ

し
し
る
」
ｒ
充
方
画
し
の
り
あ
る
以
上
の
よ
う
宿
電
畷
←

〕
の
一
ｔ
あ
る
刀
の
よ
う
尾
印
秀
一
才
一
人
ｒ
与
え
一
つ
Ｌ
力
し
実
際
の
澱
切
、
品
、
へ
壬
く
鴎
！
一
ｌ
の
秘

一
Ｊ
辰
の
便
用
Ｌ
ｒ
鮪
朗
な
一
桿
色
や
セ
リ
の
量
口
を
一
己
一
逗
飼
ｒ
修
飾
Ｌ
丁
一
』
軽
の
』
ｘ
幸
手
の
生
み
’
す

一
イ
｜
-
弔
識
な
荊
宗
例
廿
’
一
く
あ
う
ｒ
老
紅
覗
隷
喧
一
称
看
釘
一
項
唖
堕
紅
直
一
虹
「
頑
」
「
皇
」

「
表
」
「
老
」
「
堕
」
「
酒
」
な
ど
口
す
ヘ
マ
動
詞
了
了
の
昌
々
の
語
か
一
丁
Ｌ
了
ｔ
石
炊
←
』

刀
。
：
：
：
や
が
て
、
死
に
つ
な
が
『
て
行
ご
《
滅
亡
重
々
向
で
あ
蚕

ｖＢ
仮
、
眼
に
う
つ
る
ぞ
、
夢
や
か
な
も
一
い
専
稜
ズ
マ
ー
は
多
く
歌
っ
可
い
つ
涙
が
、
〉
元
帆
ら
の
ざ
公
ヤ
か
な
虫
や
花

に
も
、
痕
は
、
や
何
Ｍ
暗
い
影
憲
黄
舅
わ
豆
く
い
ろ
。
、
３

Ｍ仮の作品中一卜多く教ズ勇〆椚ろ一』』の口、「冷」「寒」なと⑦ごと二、、温凄に関する語司あった。→》９

…
．
：
謎
ま
制
辰
肉
体
に
対
す
る
自
営
か
畠
．
来
て
い
ろ
と
考
え
今
椥
ろ
．
：
・
…
自
銃
《
な
結
票
と
Ｌ
了
、
肉
体
の
》
一
部
副

芝多く詩中に歌いこむ一三一卜も勺っていつ灰。：…「血」「姉」「骨」「髪」一肌」など；．…雫：死・《

び案、天、にっら呵り．絶えず寒一《至言識する感覚は、穴うて稿貢に対する極め了鋭敏な感賞を生む．-

旧
雨
貢
に
対
す
る
敏
感
求
を
、
扇
も
明
瞭
な
姿
で
表
現
Ｌ
匠
列
の
一
つ
と
Ｌ
了
露
菫
金
泥
冷
の
句
が
あ
る
。

：…。．「金泥」の謡、-金を色彩とＬ了用い辰一つり例乖あるが…：・北崇白秋を這いおごぺ、・せる．

：…●：「片恋」の中であか-」や⑦金と赤とびちろぞえな・か、た舸の秋の光にぢろぞえなｐと歌

（椚産マの金、、夕陽のく獅可いに峡ずろ金とＬてべあく圭Ｔも視覚的対象とＬ了捉え弓洞了農い

-〆《この場合、赤という義烈な唇色に対置寿、打た金は、かぼた桐の秋の光に宍、らめ式、ながら散り

傍く金であり．￥洞口人の眼を刺す色彩とＬて歌、桐丁いろ。つまり《色ｚ光との中間にある色



竪一

！

瀞
と
Ｌ
了
の
機
能
の
張
さ
歪
．
白
秋
は
鯛
確
に
捉
え
、
且
つ
巧
み
に
剥
用
Ｌ
で
い
る
の
で
あ
る
。
Ｌ
か
し
李
雪
は
．

金
泥
蓬
、
無
論
色
ど
し
て
歌
っ
て
口
い
葛
か
、
視
寛
田
原
と
い
う
よ
叩
も
、
む
」
弓
蝕
責
と
し
て
捉
え
て
い
ろ
。

…
・
・
・
「
冷
死
」
の
語
が
見
え
る
か
、
ご
桝
風
、
日
本
で
い
う
「
戎
浄
え
」
勿
語
釣
含
む
大
気
の
温
も
川
、
う
ま
い

気
温
の
壹
味
を
全
く
待
た
な
い
。
炭
ご
花
ぞ
②
も
の
鼻
持
つ
、
盲
貢
的
な
印
象
辱
切
で
あ
る
，
つ
ま
り
、
花
壷
、

冷
辰
い
と
感
じ
了
い
ろ
の
了
轟
ろ
・
。
．
：
：
二
直
覚
鏑
脈
寒
と
暖
と
至
毒
識
す
る
彼
②
感
賞
ば
．
朗
ら
か
〆
煽
覺
に
類

し
万
い
も
の
手
了
も
爺
費
餉
に
涙
え
了
い
石
。
ご
帆
が
．
線
の
請
腫
渋
、
ろ
こ
″
の
・
宿
散
と
な
『
了
い
ろ
。

旧
妓
は
、
油
蒙
的
ワ
語
、
色
蕊
③
写
い
、
諾
、
と
宮
と
萱
多
く
結
び
つ
．
幟
了
い
葛
。
：
．
…
・
・
宇
窒
に
鈴
、
ろ
慧
貫
の

籔
踊
の
涙
同
は
、
二
，
原
-
し
．
璽
然
這
蕊
わ
れ
一
く
い
吾
。
こ
の
よ
う
な
．
感
賞
の
巍
溌
を
超
議
し
辰
表
現
、
つ
ま

り
、
語
法
の
上
に
誘
伺
冨
象
識
露
表
嘉
幸
・
》
遮
簿
・
李
書
に
至
二
ｌ
・
短
黙
と
Ｌ
-
ｉ
出
現
Ｌ
た
の
で
あ
る
、
・

噸
中
琶
末
か
ら
蹟
壹
仮
か
．
ば
ｆ
・
等
雲
駒
鋳
醗
び
盛
行
し
た
切
何
、
時
代
の
流
楓
の
反
映
と
見
、
勺
楓
ろ
一
刻
々

に
規
落
の
露
董
嬉
く
し
Ｔ
い
、
夜
艤
蕾
の
、
世
躯
末
的
な
頽
衰
の
空
気
ぼ
・
斐
蒲
な
も
の
の
中
に
・
ど
こ
か
甘
美

な
、
も
の
う
い
も
の
御
匂
う
世
界
一
く
む
あ
一
〆
涙
。
莞
打
、
-
易
喜
一
点
に
誘
い
了
李
篝
の
論
の
世
界
に
通
じ
る
も

⑦壼持「・ていろ。

旧
李
霊
の
款
一
″
尺
の
ロ
多
く
非
債
の
世
界
一
ぐ
あ
叩
・
非
現
実
の
世
壼
ぐ
弱
り
．
此
の
世
な
ら
掴
も
の
⑦
奏
し
ま

で
詞
《
”
た
。
苧
窒
の
、
社
会
的
な
肉
体
的
な
、
つ
ま
〃
詩
人
と
Ｌ
Ｙ
の
從
烈
住
が
．
彼
菱
し
て
、
非
情
の
世
界
に

歌
杓
し
綱
た
の
で
あ
る
菰
：
…
…
・
他
の
多
く
の
詩
人
何
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
彼
等
ぼ
宇
雲
に
エ
ラ
マ
盟
帽

さ
御
た
奇
に
し
て
霞
迂
石
世
界
Ｋ
、
外
か
今
定
一
と
入
机
よ
う
と
Ｌ
涙
の
で
あ
る
．
千
三
一
」
阿
言
例
根
本
的
な
椙
異

が
編
夢
Ｆ
…
…
こ
こ
に
多
く
の
皖
害
人
の
限
界
が
あ
る
？
そ
れ
何
晩
害
に
躍
ら
ず
、
天
才
の
崇
堕
を
拝
す
る
エ
ビ

ろ
一

罎
…
：
墜
薑
董
童
鬘
驚
喜
驚
霞
藍
屡
鬘
蕊
霞
憲
鑿
蕊
琴
譽
一
婁
薫
篝
鴦
藤
藍
豊
墓
蕊
霞
霞
朧
縢
鴎
霞
鴎
縢

１
ｉダ
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